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概要
 はじめに

学校経営方針の中で

「学校は、 を育てるところ」

 研究主任の振り返り

 「生きる力」を育てる学習過程 〜学力保障と社会性育成〜

これまで（4年間）の変遷

 子どもの変化 知育と徳育が一体となって

 教師の変化

 『学び合い』を始めたい人へ五十公野小学校からのメッセージ















『学び合い』を始めたころ
平成２２年７月の協議会から

Ｔ１ 教師が子どもの考えをまとめてあげることがないのが不安

Ｔ２ 解けていない子にとっては、交流がじゃまになるのではない
ですか。

Ｔ３ 別の考え方を持ってこられても、自分と違う内容を理解でき
る子は、尐ないのではないか。

Ｔ４ せっかく助けに来ても、その子まかせのところもあった。

Ｔ５ 考えの持てない子にとっては、じっくり分かったかどうかが疑
問です。決められた時間でできるのかが疑問。



『学び合い』を始めたころ

教師の
出場が
曖昧

子ども同士の
交流にきまり
(秩序）がない

子どもが理
解できている
か不明

時間設定は、
自力解決には、
必要ない。

平成２２年４月～７月こ
ろ



『学び合い』を始めたころ

【教師のもつ教師観】

・教師は、教える存在

・教師は、授業のコーディネーター

・教師は、子どもの発表の整理係

教師絶対論

平成２２年４月～７月こ
ろ



『学び合い』を始めたころ

【教師のもつ子ども観】

・子ども同士の交流にはマニュアルが必要

・子ども同士で理解しあえるのは、レベルの

高い子だけ

子どもの力を信用できない

平成２２年４月～７月こ
ろ



『学び合い』を始めたころ

【教師のもつ学習観】

・ 自分一人で自力解決できる力が、子ど
もにつける力である。

（たとえ時間がかかったとしても・・）

自分一人で生きていくのだ

平成２２年４月～７月ころ



職員の意識を変えるために
 研究主任として 職員の考え方への賞賛と指導

「研究推進たより」の発行
平成２２年７月１日（木）ＮＯ．４研究推進たより

３年生研究授業の協議会より
繰り下がりのある３ケタの筆算のやり方を学び合いによってできるようにすることについて

課題として見えてきたこと

① 授業のめあて→アイテム取得問題→モンスター問題(主課題）の提示の仕方。

② 習得させることと活用させることを教師が持って授業をする。

③ 子どもたちによりよい考え方という価値をどのよにつけるか。

④ 教師が教えて，子どもたちにとらえさせる内容や場面も必要であり，それをどの場面

でもってくるか。

⑤ できない子への教え方を子どもたちにどのように身に付けさせるか。

これから使える方策

活発な協議がなされました。何より，理解に時間がかかる子でも必死になって考えるよ

うになっている姿が，全体のレベルを上げていくという点で「学び合い」の大きな価値が

あります。貴重な提案をしていただいた本間先生，ありがとうございました。

子どもたちが考え

るようになった
友だちとかかわろう

とする子が増えた

全員ができるよう

になった

分からないことを解決するやり

方を身に付けようという気持ち

が表れてきた

言葉にできない子が説明

できるようになってきた

教える子の力がさ

らに高まった

できた子には

ふり返りをさ

せる

教えてもらいたく

ない場合は，ノー

サンキューカード

説明の場合は，算数と

して大切な言葉を落と

さないで説明させる

「もっとよい考えを

探しましょう」とい

って交流させる

習得場面と活

用場面を明確

にする

児童の実態に応じて既

習事項より少し高いれ

レベルの課題からのス

タートもありうる



職員の意識を変える
研究主任としてがんばったこと

研究
授業

次期授業者が分析

研究たよ
りで視点
を提示

研究たよりで授
業の成果と課
題提示

このパターンの繰り返し



H22年度 研究授業計画



職員の意識は変わっていった

「とりあえずやってみなければはじまらない」授業

Ｋ教諭の発言！

「なんだかんだ言ったって始まらないから、とにかくやってみようと思ってさ・・・」

「課題をはっきりさせて時間を決めると子どもたちはか
かわるんだねえ・・・びっくりした。」

平成２２年９月ころ





職員の意識は変わっていった

ここで授業の様子を見てみましょう。



子どもが変わった瞬間

突然、子どもたちが互いの健闘を称えて握手をしたのでした。



今年も閉会式終了後、応援団が自主的に行った“ノーサイド”の瞬間





ASSESSを活用し始めました
２０１１ ５学年 ４月



２０１１ ５学年 ７月



席替え時のふわふわメッセージ

 相手の連絡帳に書くこ
とにより，保護者にも直
接読んでもらうことがで
きる。

 書いてもらった後に，振
り返りの５行日記を書く
ことができる。



職員の意識はこう変わっていった

 職員へのインタビューから

Ｓ 教諭

「去年より多くこのパターンで行っています。」

「自分から手を挙げられなくても、友だちと交
流できるのがいいと思います。」

「多動の子も自由交流だとかかわりがもてる
みたいです。」

平成２２年４月～平成２３年７月までに



職員の意識はこう変わっていった

 職員へのインタビューから

H教諭

「６年生担任の時は、子どもたちが自分と違う考え
に出会うことが刺激的だと感じた。」

「２年担任の今年、振り返りを書くことを繰り返して
いると、書く量が増えてきた。４月からノートは２，３冊
になっている。」

平成２２年４月～平成２３年７月まで



職員の意識はこう変わっていった

 職員へのインタビューから

Ｋ 教諭

「『学び合い』は、徳育面で有効です。」

「学力がしっかり身についているかどうかは、

疑問です。」

平成２２年４月～平成２３年７月までに



職員の意識はこう変わっていった

水落先生の講話ですっきり・・・

『学び合い』・・・

「目標と活動と評価の一体化」

「かかわりあっていればよい」から

「学習」の考え方への転換

平成２２年１２月ころ



今年の五十公野小学校

 教室にプレート



今年の五十公野小学校

子どもの変化として・・・

振り返りのノートから

６月のノート ４月のノート



まとめ

 『学び合い』で子どもが変わる

 『学び合い』の授業は、教師の学習環境作り
（めあての設定、効果的な可視化）で決まる

 Weになって考えることで、主体性UP

① 五十公野小学校校内研究 課題 可視化
② 『学び合い』を始めたころ (平成２２年 ４月～７月）
③ 職員の意識を変えるために
④ 職員の意識はこう変わっていった

(平成２２年４月～平成２３年７月）
⑤ 今年の五十公野小学校(平成２３年４月～）
⑥ まとめ



ふわふわ言葉を贈る
～言葉集め～

繰り返し，何度でも
活動を選んで，言葉のシャワーが
心の糧に



構成的グループ・エンカウンター
～人間関係調整能力を重視した～

 ねらいを明確にもつ。

 振り返りを大切にする。

 シェアリングしたことを保護者にも広げる。

 シェアリングシートは保存する。



学び合い
～基本に返ってみる～

 「振り返り」における友だちへの感謝や友だちからの支援
への感謝を表出すること。それをたよりで紹介すること。

 声がけによる賞賛，承認

 ノートへのコメント

 「みんなで」



『学び合い』を始めたい人へ
 五十公野小学校からの
Message ビデオメッセージをお聞きください。

鹿島先生

本間先生


